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¶1.  Ver.4.4 

 

■ Excel印刷の変更点 

 

Excelの出力先は、これまでは環境設定で設定したExcelの出力先フォルダが使用されていました。 

今後は、このフォルダ内に「データフォルダ」の名称のフォルダが作られます。このフォルダの中にExcelファイ

ルが出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現場配合粒度の直接入力 

 

これまでは、基本設定画面でのみ現場配合粒度の設定が出来るようになっていましたが、合成粒度の画面で

も設定出来るようになりましたのでグラフの変化を確認しながら修正する事が出来ます。 
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¶2.  Ver.4.5 

 

■ マーシャル試験の温度の範囲表示に対応 

 

マーシャル試験画面に各種温度の範囲表示が出来るように

なりました。 

これにより、出力される帳票も範囲表示の設定がしてある場

合は、範囲表示になります。（例：150～155℃） 

範囲表示を使用しない場合は左側のみ入力をします。その

場合「～」は帳票出力されません。（例：150℃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ マーシャル試験の最適アスファルト量用の備考欄を追加 

マーシャル試験の最適アスファルト量用の備考欄を追加しま

した。 

これにより、マーシャル安定度試験（その２） のＥｘｃｅｌ帳票

にも画面で入力したコメントが表示されます。 
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■ 混合物の粒度範囲および空隙率基準値のＮＥＸＣＯ対応 

 

粒度範囲および空隙率基準値に、それぞれ小数桁数の設定が出来るようになりました。 

小数桁数 なし または 1桁 を選択します。 
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¶3.  Ver.4.6 

 

■ ハイブリット方式（高機能Ⅱ型）に対応 

 

ハイブリット方式（高機能Ⅱ型）に対応する各種試験、報告書の処理が出来るようになりました。 

基本設定で密度計算方法を「高機能Ⅱ型」に設定すると、ハイブリット方式（高機能Ⅱ型）の処理が可能になりま

す。 

なお、ハイブリット方式（高機能Ⅱ型）を利用するには、ライセンスが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ プラント配合表の計量値単位に「ｔ/ｈ」を追加 

 

これまでは計量値の単位は「ｋｇ」で固定でしたが「ｔ/ｈ」でも処理できるようになりました。 

環境設定画面で設定します。 
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■ 印刷設定パターンの切り替え機能を追加 

 

環境設定の「印刷」タブの情報を印刷設定パターンファイルとして登録しておくことが出来るようになりました。 
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¶4.  Ver.4.7 

 

■ 北海道 F付き合材に対応 

 

北海道F付き合材に対応しました。 

基本設定の配合種別で「バージン 北海道F付き」を選択し、F/Aの値を設定すると、対応した計算様式で理論

密度を計算します。 
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¶5.  Ver.4.8 

 

■ 再生用添加剤＋新アスファルトによる設計針入度への調整に対応 

 

再生用添加剤＋新アスファルトによる設計針入度への調整に対応しました。 

基本設定の配合種別で「再生 針入度 添加剤＋新アス」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

MixDesigner – 配合設計報告書作成システム 
 

変更点マニュアル 

 

 

株式会社 創風アドバンス 


